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スポーツ系学科の大学生における身体的・体力的特徴について

〜第１報　全国平均との比較〜
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Ⅰ．緒言

　本学では 2002 年に体育会が設置され、特定種目の部活動を中心に強化を図ってきた。現在は、12 種目
のうち 11 種目が体育会運動部の強化指定を受けて活動を行っており、その活動は東海地区のみならず全国
でも注目されている。また、2017 年 4 月、本学の保健医療学部に健康スポーツ科学科（以下、本学科）が
新設された。本学科の入学者は、9 割近くの学生が体育会強化指定種目の運動部に所属しており、その活躍
に期待がかかるところである。
　本学科は、「オールラウンドなスポーツ実践能力」、「ライフステージに応じたスポーツ指導能力」、「リーダー
シップと管理運営能力」、そして「健康やスポーツを科学的観点から捉える思考能力」の 4 つの能力を養成
する目標を掲げており、学生はトレーニングを科学的な観点から計画することを目標にしているとも言える。
その為にも様々な測定を行い、各自の現状を把握するとともに、データを元にトレーニング内容や計画を検
討することは非常に重要であると考える。測定結果から問題点や改善点を明らかにし、トレーニングを立案
することや日々のトレーニングにフィードバックすることは、学生自身の競技力向上やスポーツ指導などに
おいて非常に有用であると考えられる。
　大学生やアスリートを対象とした身体的特徴や体力的特徴についての報告は数多くされている 2-6，8，10-14）。
身体的特徴に関する報告としては、体組成のシーズン別変化に関する研究や種目別の体脂肪率をまとめたも
の等が挙げられる 4-6，8，11，14）。松波らは大学アメリカンフットボール部の選手を対象に、体組成のシーズン
別の変化を記録し、その測定結果より目標値を設定することで体重や骨格筋量の低下を抑制できたとしてい
る6）。また、八百らは大学ラグビーフットボール部に所属する１年生を対象としたシーズン別の体組成の変
化について、体脂肪量はシーズン前から夏にかけて減少し、シーズン終盤にかけて増加する一方で、除脂肪
体重はシーズン前から夏にかけてやや増加し、その後微量な増減を繰り返したことを報告している14）。さ
らに、運動種目別の体組成については、種目、ポジション等により大きく異なることも報告されている 4-5，

11，14）。男子運動選手では、体操競技や陸上競技の跳躍、短距離、中・長距離種目選手の体脂肪率は低く、陸
上競技の投擲種目、柔道やレスリング等の格技競技の重量級選手は高めであること 4-5）、またラグビーフッ
トボールでは、フォワードポジションの選手はバックスポジションの選手より高い体脂肪率を有しているこ
と等が報告されている 5，14）。体脂肪率や除脂肪体重などの体組成に関しては、測定するシーズンや運動種目
での差はあるが、減量や増量の目標になるとともに、コンディショニングに関しても重要な指標となるため、
学生自身が現状を把握する必要があると考えられる。また、大学生を対象とした体力的特徴に関する研究と
しては、体育・スポーツの授業において、文部科学省の新体力テスト7）を実施し、そのデータを分析したも
のが多く報告されている 2，10，12-13）。井箟はスポーツ系学部の新入生を対象に新体力テスト等を実施させた結
果、多くの測定種目において全国の同年齢運動部所属の学生よりも有意に高い値を示したことを報告してい
る 3）。
　身体的・体力的特徴を個人、種目、ポジション別に明らかにする、あるいはトップレベルと比較検討する
ことは、今後のトレーニングの目標設定や内容の改善、あるいは指導等を検討する際に有用な資料となり、
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競技力向上の一助となると考えられる。しかしながら、本学体育会の運動部に関して、身体的特徴や体力に
ついて検討したものは、内藤らが行ったフェンシング選手の形態及び筋力についてのデータのみである9）。
　そこで第一段階として、本研究は、本学科に在籍する学生の身体的・体力的データを収集し、基礎的資料
を得ることを目的とした。.

Ⅱ．方法

１．被検者

　被検者は本学保健医療学部健康スポーツ科学科に在籍し、「ス
ポーツ実技Ⅰ（体つくり運動）」を履修した 1 年生男子 120 名、
女子 21 名であった。本学体育会をはじめとした運動部別の被検
者数は表 1 に示した。
　本研究を行うにあたって、学生には研究の目的を説明し、デー
タ解析について同意を得られたものを分析対象とした。なお、
本研究は本学研究倫理審査委員会の承認を得た上で行った。

２．測定

1）形態計測
　身長・体重・体脂肪率を計測した。身長はデジタル身長計（DNS-90、ムラテック KDS 社製）を用い、耳
眼水平をとるよう指示し測定を行った。体重・体脂肪率はポータブル体成分分析装置 Inbody470（インボ
ディ・ジャパン社製）を用いてバイオインピーダンス法により計測した。また、これらの計測から BMI を
算出した。

2）体力測定
　文部科学省の新体力テスト実施要綱（12 歳〜 19 歳対象）7）に従い、新体力テストを実施した。測定種
目は握力・上体起こし・長座体前屈・反復横跳び・20m シャトルラン・50m 走・立ち幅跳び・ハンドボー
ル投げであった。握力の測定にはデジタル握力計（T.K.K.5401 グリップ－ D、竹井機器工業社製）を用い、
長座体前屈にはデジタル長座体前屈計（T.K.K.5412、竹井機器工業社製）を用いて実施した。また 20m シャ
トルランは、デジタルタイマー（デジタイマー 110X、モルテン社製）に組み込まれている機能を用いて測
定を行った。
　測定は、本学必修科目である「スポーツ実技Ⅰ（体つくり運動）」内で実施した。授業担当教員は事前に
学生に対して測定の目的、意義、方法等について説明を行った。測定時期は、2017 年 6 月ないし、10 〜
11 月であり、午前中に全ての測定を行った。形態計測および新体力テストを実施するにあたり、教員並び
に学生は事前に測定の準備、測定方法の確認を行った。測定当日は、学生が主体となり、全ての準備や各測
定種目の全体説明、および測定を実施させた。なお、準備、測定に関しては、教員の立会いのもとに実施さ
せ、要項に基づいて設営、測定出来ているかを確認し、安全面に十分に配慮しながら実施した。

表１．運動部別被検者数

部活動名 男子 女子
剣道 23 8

硬式野球 21 -
ハンドボール 15 -
自転車競技 14 1

ラグビーフットボール 10 -
フェンシング 8 6
バレーボール 7 -

フィールドホッケー 5 -
相撲 5 1
卓球 4 2

テニス 1 1
スキー（学友会） 3 -

アメフト（学友会） 1 -
ライフル射撃（学外） 1 -

所属なし 2 2
合　計 120 21
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３．統計処理

　データは平均値±標準偏差（SD）で示した。本学科のデータは、スポーツ庁発表の「平成 28 年度体力・
運動能力調査結果の概要及び報告書」1）による、運動部所属の 19 歳男女の平均（以下、全国平均）と比較した。
平均値、標準偏差、標本数をもとに対応のない t 検定を行った。統計にはエクセル統計を用い、危険率 5%
以下を有意水準とした。男子においてのみ運動部別データを算出したが、データ数にばらつきがみられる為、
統計処理は行わなかった。なお、測定日に欠席をした、怪我で測定ができなかった等の理由により、学生の
中には全種目の測定を行うことのできなかったものもいる為、測定種目ごとでデータ数は異なる。.

Ⅲ．結果および考察

１．全国平均との比較

1）男子

　身体的特徴を全国平均と比べたところ、本学科男子の体重の値は有意に高く、身長には有意差が認められ
なかった（表 2）。また、BMI は 24.0 ± 3.8kg/m2、体脂肪率は 17.1 ± 6.4% であった。本学科学生の体重
が全国平均と比較して 7.6kg 高い値を示した理由として、本学科のデータには相撲やラグビーフットボール
等の比較的体格が大きい運動部所属の学生が多数含まれていた為（全体の 12.5%）であると考えられる。し
かし、体脂肪率に関しては、競技種目で異なることが報告されているが4-5，11）、トップアスリートの値と比
較すると高めであると考えられること、また、肥満の指標となる 20% を超える学生も多数（全体の 25%）
いたことから、今後、種目によっては体脂肪量の減少を目的に有酸素運動や栄養指導を取り入れる必要があ
ると考えられた。
　次に、体力テストのデータを全国平均と比べた結果（表 2）、握力・長座体前屈・ハンドボール投げは全
国平均よりも有意に高い値を示した。ハンドボール投げが有意に高い値を示した理由として、本学科には野
球やハンドボールなど投動作を主体とする運動部に所属する学生が多かったことが考えられた。一方で、反
復横跳びについては全国平均よりも有意に低い値を示した。学生の多くが剣道や球技系種目の運動部に所属
しているにも関わらず、低い値を示したということから、敏捷性の向上を目指したトレーニングの強化を
図る必要があると考えられた。また、上体起こし・20m シャトルラン・50m 走・立ち幅跳びについては有

表 2．身体的・体力的特徴（男子）

測定項目 本学科男子平均 全国平均（※）
標本数 標本数

年齢 （歳） 18.4 ± 0.5 117 -
身長 （cm） 172.3 ± 5.5 116 171.7 ± 5.7 340
体重 （kg） 71.1 ± 11.8.** 116 63.5 ± 7.4 339
BMI （kg/m2） 24.0 ± 3.8 116 -

体脂肪率 （%） 17.1 ± 6.4 103 -
握力 （kg） 45.8 ± 6.6.** 113 42.8 ± 6.7 387

上体起こし （回） 30.7 ± 6.5 116 31.6 ± 5.5 389
長座体前屈 （cm） 51.7 ± 10.5.* 117 49.4 ± 10.2 389
反復横跳び （点） 56.9 ± 8.0.* 113 58.9 ± 5.9 384

20m シャトルラン （回） 86.2 ± 33.8 114 87.0 ± 23.7 242
50m 走 （秒） 7.18 ± 0.66 101 7.19 ± 0.47 382

立ち幅跳び （cm） 232.3 ± 23.3 115 235.7 ± 20.8 386
ハンドボール投げ （m） 34.0 ± 7.8.** 101 27.7 ± 6.0 389

平均値±標準偏差
*.p.<.0.05,..**.p.<.0.01

（※）.平成 28 年度体力・運動能力調査結果の概要及び報告書について（スポーツ庁 HP）/ 体力運動能力調査（運
動部所属 19 歳男子）参照 4）
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意な差はなかった。しかしながら、今回の 20m シャトルランの測定結果では 25 回以下の男子が 8 名おり、
学生の測定に対するモチベーションが低下していた可能性が考えられた。今後の課題として、検者は 20m
シャトルランのみならず測定時には学生のモチベーション維持に配慮する必要があること、および形態計測・
体力測定を実施する意義や目的をしっかり理解させた上で実施させる必要があることが挙げられた。

2）女子

　本学科女子の身体的・体力的特徴を表 3 に示した。本学科女子の身体的データを全国平均と比較したと
ころ、体重の値は有意に高かったが、身長には有意差は認められなかった。また、BMI は 22.2 ± 2.4kg/
m2、体脂肪率は 26.3 ± 5.7% であった。しかし、本学科女子が所属する運動部の種目を考慮すると、体脂
肪率の結果は女子運動選手としては高めであり、一部の学生においては男子同様、有酸素運動などによる減
量目的のトレーニングや栄養指導が必須であると考えられた。ただし、女性アスリートの三主徴（利用可能
エネルギー不足、運動性無月経、骨粗鬆症）を考慮し、適切な指導のもとに実施されることが望まれる。
　また、本学科女子の体力テストデータと全国平均を比較した結果、全ての種目において有意差は認められ
なかった。本学科女子の標本数が少ないことからも今後も継続して測定を行い、標本数が増加した際に本学
科女子の特徴を明らかにしていきたい。

２．運動部別男子身体的・体力的特徴

1）身体的特徴
　運動部別の身体的特徴を表 4に示した。被検者数が 4 に満たない運動部に関してはその他として示した。
それぞれの運動部の特徴は以下のようであった。

•.ハンドボール部：体脂肪率は高値を示した。
•.自転車競技部：体重・体脂肪率は低値を示した。
•.バレーボール部：身長は最高値を示し、体脂肪率では最低値を示した。
•.卓球部：身長・体重・BMI は低値を示した。
•.フェンシング部・フィールドホッケー部：体重・BMI・体脂肪率の 3 項目は低値を示した。
•.硬式野球部・剣道部：今回の学科平均と同等であった。
•.ラグビーフットボール部・相撲部：体重・BMI・体脂肪率の 3 項目は高値を示した。

表 3．身体的・体力的特徴（女子）

測定項目 本学科女子平均 全国平均（※）
標本数 標本数

年齢 （歳） 18.2 ± 0.4 21 -
身長 （cm） 159.6 ± 3.9 21 159.34 ± 5.3 191
体重 （kg） 56.4 ± 6.1.* 21 52.92 ± 6.2 190
BMI （kg/m2） 22.2 ± 2.4 21

体脂肪率 （%） 26.3 ± 5.7 21
握力 （kg） 28.8 ± 6.3 21 27.9 ± 5.1 192

上体起こし （回） 27.3 ± 6.9 19 26.35 ± 6.5 190
長座体前屈 （cm） 51.7 ± 7.9 20 48.95 ± 10.2 192
反復横跳び （点） 47.8 ± 9.7 19 50.16 ± 7.5 189

20m シャトルラン （回） 59.4 ± 24.6 19 57.8 ± 19.0 145
50m 走 （秒） 8.69 ± 0.63 20 8.71 ± 0.78 182

立ち幅跳び （cm） 178.9 ± 21.2 19 180.79 ± 22.1 192
ハンドボール投げ （m） 18.2 ± 5.9 20 16.04 ± 3.8 183

平均値±標準偏差
*.p.<.0.05

（※）.平成 28 年度体力・運動能力調査結果の概要及び報告書について（スポーツ庁 HP）/ 体力運動能力調査（運
動部所属 19 歳女子）参照 4）
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2）体力的特徴
　運動部別体力テストの結果を表 5 に示した。それぞれの運動部の体力的特徴は以下のようであった。

•.ハンドボール部：ハンドボール投げは最高値を示し、反復横跳びでも高値を示した。
•.自転車競技部：長座体前屈・20m シャトルランは高値を示した。
•.バレーボール部：立ち幅跳びは最高値を示した。
•.卓球部：反復横跳びは最高値を示し、20m シャトルランでも高値を示した。
•.フェンシング部：20m シャトルラン・反復横跳び・立ち幅跳びは高値を示した。
•.フィールドホッケー部：上体起こし・長座体前屈・20mシャトルラン・50m走は最高値を示した。
•.硬式野球部：握力・上体起こし・50m 走・ハンドボール投げは高値を示した。.
•.剣道部・ラグビーフットボール部：今回の学科平均と同等であった。.
•.相撲部：握力は最高値を示したが、それ以外の種目では低値を示した。

表 4．運動部別身体的特徴

部活動名 身長
（cm）

体重.
（kg）

BMI.
（kg/m2）

体脂肪率.
（%）

剣道 173.0 ± 6.9 71.6 ± 9.3 23.9 ± 2.1 15.8 ± 4.3
硬式野球 172.7 ± 4.2 69.0 ± 7.2 23.1 ± 2.2 15.9 ± 3.8

ハンドボール 172.4 ± 4.1 75.9 ± 12.1 25.5 ± 3.8 20.9 ± 6.5
自転車競技 169.6 ± 4.3 65.1 ± 5.2 22.6 ± 1.8 13.2 ± 2.8

ラグビーフットボール 171.1 ± 3.4 78.6 ± 10.9 26.9 ± 4.2 20.5 ± 7.3
フェンシング 173.7 ± 4.5 65.3 ± 3.5 21.7 ± 1.8 14.3 ± 5.2
バレーボール 179.0 ± 9.7 70.0 ± 7.5 21.8 ± 1.3 12.1 ± 0.5

フィールドホッケー 169.1 ± 3.3 61.7 ± 2.1 21.6 ± 0.9 12.4 ± 1.5
相撲 173.9 ± 6.3 101.4 ± 19.3 33.7 ± 7.0 34.2 ± 9.0
卓球 166.9 ± 4.8 63.3 ± 5.5 22.7 ± 2.0 17.1 ± 4.1

その他 171.8 ± 2.9 65.4 ± 7.9 22.1 ± 2.2 17.1 ± 4.7
本学科平均（男子） 172.3 ± 5.5 71.1 ± 11.8 24.0 ± 3.8 17.1 ± 6.4

平均値±標準偏差

表 5．運動部別体力的特徴

部活動名 握力.
（kg）

上体起こし.
（回）

長座体前屈.
（cm）

反復横跳び.
（点）

20mシャトルラン.
（回）

50m 走.
（秒）

立ち幅跳び.
（cm）

ハンドボール投げ.
（m）

剣道 46.2±5.4 30.6±5.4 51.6±8.2 57.5±7.7 87.1±24.8 7.20±0.46 225.7±14.8 28.9±4.4
硬式野球 49.0±6.0 34.8±4.0 54.6±8.7 59.8±5.2 86.7±34.4 6.77±0.37 245.1±29.3 37.6±5.2

ハンドボール 47.2±4.7 28.6±6.8 53.8±7.8 60.7±4.6 73.6±36.2 7.18±0.42 218.0±18.1 44.9±6.6
自転車競技 43.4±8.7 32.1±6.9 55.0±7.7 54.1±9.1 100.1±40.3 7.14±0.74 233.9±20.2 28.3±6.2

ラグビーフットボール 45.7±6.4 30.1±6.3 48.2±12.1 50.9±10.8 62.9±30.4 7.54±1.20 222.7±21.9 35.3±7.9
フェンシング 45.6±5.4 33.1±4.3 54.9±8.7 60.3±4.5 110.4±21.5 7.09±0.22 242.1±8.5 32.4±5.1
バレーボール 45.9±6.6 25.6±8.6 45.2±18.2 51.1±8.1 73.3±28.3 7.81±1.11 252.9±10.4 33.5±8.4

フィールドホッケー 46.1±2.4 35.6±1.7 58.2±9.4 60.6±2.8 117.0±9.5 6.60±0.34 237.8±9.2 32.3±3.1
相撲 49.4±7.6 20.6±6.4 43.2±10.4 44.6±7.4 34.8±24.5 7.98±0.66 195.0±17.7 31.4±8.5
卓球 40.4±4.3 29.5±6.4 45.6±7.1 63.3±9.8 103.0±11.1 7.39±0.40 232.5±25.0 29.3±5.0
その他 39.4±8.2 27.9±5.4 45.5±15.6 55.7±3.8 92.3±24.3 6.97±0.40 243.1±22.2 34.2±2.9

本学科平均（男子） 45.8±6.6 30.7±6.5 51.7±10.5 56.9±8.0 86.2±33.8 7.18±0.66 232.3±23.3 34.0±7.8
平均値±標準偏差
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３．今後の展望

　本研究の今後の展望としては、次の 4 点が挙げられる。1 点目として、測定を継続してデータを蓄積する
ことにより本学科学生の身体的特徴・体力的特徴をより詳細に明らかにしていくことである。2 点目として、
運動部別の比較やポジション別の比較を行っていくことである。3 点目として、一般的な形態計測や体力テ
ストだけでなく、等速性脚筋力、最大酸素摂取量、最大酸素パワー等、より専門的な測定を行っていくこと
である。そして、4 点目として、これらのデータをもとに学生自身がパフォーマンスを様々な角度から分析
し、疑問点や改善点等を見つけ、日々のトレーニングや運動指導に有効活用できるよう、養成していきたい
と考える。

Ⅳ．まとめ

　本研究は、本学科 1 年生を対象として、身体的・体力的特徴に関する基礎的資料を得るために形態計測
および体力テストを実施した。本学科のデータをスポーツ庁発表の運動部所属の 19 歳男女の平均と比較し
た結果、以下のことが明らかになった。

•.男女とも体重は有意に高い値を示した。
•..男子は握力・長座体前屈・ハンドボール投げは有意に高い値を示し、反復横跳びでは有意に
低い値を示した。

•.女子の結果は全国平均と同等であった。
　また、全国平均にはデータがないため比較できなかったが、身体的特徴として以下のデータが得られた。
BMI の平均は、男子では 24.0kg/m2、女子では 22.2kg/m2 であった。
体脂肪率の平均は、男子では 17.1%、女子では 26.3% であった。

　以上のことから、本学科の学生は男女とも、体脂肪を減らす必要のある学生が多数いることが明らかとなっ
た。合わせて男子は今後、敏捷性を向上させるトレーニングを行う必要があると考えられた。
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